
も

O

麗
紀
畢
。
大
元
灘
鍛
雛
、
大
元
倉
無
記
人
元
疵
騰
⊥
物
曇
り
大
元
官
制
雑
寵

磨
折
衝
階
無
生
（
壷
振
玉
）
賀
知
新
洲
輔
匠
（
李
遇
孫
』
永
搬
彙
海
囚
外
離
女

（
董
圃
維
）
曲
律
（
明
王
駆
徳
）
な
り
頻
〔
以
上
那
波
〕

　
　
　
　
　
ゆ
　
り
　
あ
　
　
ゆ
　
ゆ

　
　
　
　
轍
世
界
大
戦
史
　
萌
篇
　
　
　
　
　
　
　
箕
作
元
八
編

　
冗
笥
年
の
久
し
き
に
亙
り
・
し
世
界
大
戦
中
に
於
て
動
も
す
れ
ば
臼
々
爲
前

の
戦
局
腿
來
の
繰
測
に
糞
意
を
渠
毒
し
、
醜
つ
イ
、
滋
去
戦
役
全
局
の
纒
愚
を

統
合
的
に
鯉
察
す
る
こ
ε
を
怠
り
・
し
入
々
も
，
挙
和
克
復
の
今
日
に
於
で
は

こ
の
鞭
古
未
曾
有
の
大
戦
を
絡
始
審
さ
に
全
体
ζ
し
て
更
的
阿
想
を
試
ん
、
・
・

す
る
希
望
の
最
も
切
塚
う
も
の
あ
る
や
必
ぜ
り
。
今
や
こ
の
彼
我
大
輪
動
り

央
箪
期
ε
も
い
ふ
べ
き
講
和
禽
議
の
開
か
る
・
時
機
に
際
し
て
承
諄
の
鵡
で

六
る
は
確
F
ヅ
学
課
三
界
の
感
謝
の
意
を
表
す
る
灰
駄
ろ
べ
・
し
。
本
説
は
箕

伶
博
士
の
下
に
各
方
面
暑
攻
の
士
が
労
引
し
て
努
力
を
傾
嘱
し
覧
ろ
成
果
ド

こ
て
、
全
篇
を
二
部
に
分
ち
、
第
一
部
に
ぽ
大
戦
観
の
由
來
戦
蘭
の
外
交
及

交
戦
谷
國
の
内
政
、
纏
濟
財
政
を
説
き
、
第
二
灘
に
は
陸
海
両
方
断
の
職
更

や
各
時
期
並
に
各
が
颪
に
分
っ
て
詳
細
に
叙
迦
こ
、
煽
ふ
る
に
多
数
の
窮
翼

心
地
幽
・
望
薄
入
・
し
載
役
一
般
の
概
況
、
各
地
戦
翻
の
終
摺
糠
．
知
得
す
る
に
便

な
ら
し
め
お
り
。
本
父
導
車
二
部
を
宿
し
て
干
二
百
鹸
頁
に
蓬
〔
、
叙
訊
挙

㎜
明
φ
忌
門
ず
」
・
し
且
跳
ハ
桶
遡
あ
若
筆
・
致
を
以
て
、
ぜ
d
り
O
も
こ
よ
り
蹴
閃
く
餐
ゐ
力
襯
悶
に
・
勲

記
最
穀
の
事
件
遽
を
包
黒
し
て
懇
望
さ
れ
亡
も
の
な
れ
ば
、
費
斜
の
蒐
集
婿

の
調
奮
二
障
を
期
し
難
く
間
々
蹴
鞠
な
き
に
め
ら
ざ
ん
も
一
般
諸
盾
に
向

自
四
巻
　
　
紹

介

っ
て
惑
澤
を
湘
興
、
ふ
る
；
ご
多
大
塚
ろ
べ
・
し
．
バ
守
寧
岡
房
下
行
、
償
山
ハ
、
○
○
・
）
一

　
　
　
　
総
〉
弧
・
O
鍵
ぞ
一
2
｝
＝
ぼ
ε
琶
鴇
o
h
ζ
勲
磁
器
く
製
酪
〇
一
剛
篇
。
紘

　
　
　
　
　
、
一
，
ぴ
①
◎
「
団
円
日
影
扁
。
ノ
く
。
。
隠
ρ
く
。
｝
．
勇
躍
・
一
α
盗

　
中
江
の
思
想
學
訊
を
こ
の
臨
期
の
歴
揺
々
實
を
背
量
ご
。
て
論
蓮
煙
る
稀

有
の
妊
着
こ
し
て
有
名
な
る
本
鍛
あ
第
三
巻
は
＋
世
紀
よ
リ
＋
三
燈
縄
“
絵

る
羅
馬
野
臥
者
及
教
會
法
言
隠
り
政
治
二
二
を
叙
説
・
し
れ
る
既
出
鍍
二
懸
の

後
を
承
け
て
，
第
一
部
政
治
論
に
及
ば
並
る
封
建
制
度
の
影
響
第
二
蔀
十

一
、
十
二
両
二
七
に
於
け
る
故
治
學
観
を
論
連
む
六
り
。
野
人
の
特
に
興
蚤

を
蝿
レ
2
し
は
、
封
建
制
度
に
就
い
て
二
季
一
的
成
形
を
認
め
す
・
し
て
、
不
臨

の
．
獲
展
野
並
を
主
張
し
K
る
見
蟹
｛
．
・
・
二
”
Ω
ξ
〔
・
二
・
董
に
串
構
に
於
け

る
燈
界
朗
帝
室
の
思
想
が
從
來
過
重
磯
煙
ら
れ
し
を
斥
け
、
所
嶺
紳
聖
羅
馬

帝
國
の
灘
念
ほ
こ
の
晴
期
に
於
て
決
し
て
左
程
顯
藷
寡
ろ
主
義
思
葱
ご
㌧
し
て

入
心
を
支
灘
解
し
も
の
に
あ
ら
ざ
る
旨
（
℃
葺
二
¢
葺
浮
二
．
δ
を
旛
ぜ

・
し
跳
に
あ
琴
〔
以
上
植
村
〕
　
　
・
　
・

　
　
　
　
　
り
　
ゆ
　
ゆ
　
　
　
の

　
　
　
　
鱒
帝
都
ご
近
郊
　
一
駅
　
　
　
　
　
小
腰
内
魎
敏
著

　
火
濫
獲
舅
氏
懸
盤
の
下
に
完
成
る
聚
落
壇
理
攣
（
o
o
M
鼠
魯
ヨ
讐
…
ハ
毒
鴛
）

に
策
す
る
も
の
、
至
孝
に
は
「
江
戸
及
吏
京
の
都
市
蘭
狡
知
鴇
東
京
市
の
郊
外

地
鞭
」
ξ
し
て
帝
都
の
歴
史
的
攣
遜
を
墨
黒
し
、
特
説
、
即
本
論
は
「
東
京

市
の
蒲
郁
」
ご
題
し
て
、
轟
ら
西
戎
の
み
の
「
自
然
的
環
境
」
（
暁
域
、
地

形
、
承
系
、
地
質
、
土
壌
、
氣
嫉
）
「
往
幾
ε
居
住
」
（
人
口
、
職
業
．
居
住

第
二
號

一
ゐ
ハ
七
　
　
（
三
三
五
）
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